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*本報告書の全部又は一部の無断転載・転用は固くお断りします。また、当該報告書を基に広告、カタログやインターネット等に、

当法人の名義を使用する事を希望する場合には、使用内容ごとに書面にて事前に相談してください。
*本報告書に記載の試験結果は、提供さオlた試料に対するものであり、ロット全体の性能を代表するものではありません。
*公印のない報告書は正式なものではありません。
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試 験 結 果

綿
今
日・試験名 :      バクテリオファージを用いた抗ウイルス性

。試験開始 日 1    令和2年 7月 1日

・試験品の種類 :   壁クロス

。試験規格 :     HS R 1756:2020(可 視光応答型光触媒、抗ウイルス、ガラス密着法)を 参考

・無加工品名 :    無加工品

・試験品名 :     AB l
・試験品の大きさ :  50 mln× 50■■

・n数 : ■ =1

。試験ファージ :   バクテリオファージQ β ttBRC20012)[宿 主大腸菌 lNBRC106373)]

バクテリオファージΦ6(NBRC105899、 HS規格外 )

[宿主ス,θ渤
"が

s″ルθ′θぼBRC14084)]

・試験品の無菌化 :  無し

。作用条件 :     暗所 室温

・照射条件 :     作用時間 0,4時 間

・密着フィルム :   ポリプロビレンフィルム (VF 10,KOKUYO)、  40■m× 40 mm

[試験の結果]

試験成立条件の判定 : JIS規 格を参考としているため適用外

測定結果

バクテ リオ
ファージQβ

感染価 (pfu/sample)* VD:抗 ウイ

ルス活性値

(暗所)*3
0時間

4時間
暗所

無加工品 1 7E+06 1 lE106

AB-1 <2.0E+03*2

接種 ファージ液の濃度 :56× 100 pfu/皿 l

接種量 :03]1/sample

*1″ E+06″ とは
″
× 106″ を表す。

*2サ ンブルの回収液が宿主菌に毒性を示 したため、 この値が検出限界値

*311S規 格を参考 としているため、参考値 として記載

VD抗ウイルス活性値 (暗所):ⅣD=Log(BJ Log(CJ]

D:暗 所、B:無 加T品 の感染価、C:加工品の感染価
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参考資料

JIS R 1756:2020試験結果の計算

ァインセラミックスー可視光応答形光触媒材料の抗ウイルス性試験方法一バク

リオファージQβ を用いる方法

VF-1:照 度条件F及びIでの可視光応答形光触媒抗ウイルス加工材料の抗ウイルス活性値

F:試験で用いたシャープカットフィルタの種類 (A又 はB)

I:試験で用いた可視光照度 (lx)

A:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工していない試験片 (無加工品)の接種直後の3試験片のバクテリオ

ファージ感染価の平均値(pi/samplc)

BF―I:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工していない試験片 (無加工品)を照度条件F― Iで 4時間光照射 し

た後の3試験片のバクテリオファージ感染価の平均値(pi/sample)

CF‐1:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工した試験片 (加 工品)を照度条件F― Iで 4時間光照射 した後の3試

験片のバクテリオファージ感染価の平均値(pi/samplC)

VD:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工材料の暗所での抗ウイルス活性値

BD:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工していない試験片 (無加工品)を 4時間暗所に保存 した後の3試験

片のバクテリオファージ感染価の平均値(pi/sample)

CD:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工した試験片 (加工品)を 4時間暗所に保存 した後の3試験片のバク

テ リオファージ感染価の平均値(pi/samplc)

△V:可視光応答形光触媒抗ウイルス加工材料の光照射による効果

VFI=[10g(BF―ノA)-log(CF-1/A)]=log(BF1/CFI)=10g(BFI)~10g(CF-1)

VD=[10g(BD/A)-log(CD/A)]=log(BD/CD)=10g(BD)~10g(CD)

△V=VFI~VD

６
一Ｑ
Ｅ
雰

ゎヽ
」３

暉
熙
憧

1.OE+07

A
1.OE+06

1.OE+05

1.OE004

1.OE+03

1.OE+02

1,OE■ 01

菫轟(暗所)BD

雉
｀ヽ
惨難鯉音

加工品 (明 所)CFl

D:抗ウイルス活性1直 (暗所 )

10g(8D)一 10g(CD)

VF‐ :抗ウイルス活性値(明所)

109(BF― )~10g(CF‐ |)

1     2    3    4    5

照射時間(h)

△V(光照射効果)=∨ Fl(抗 ウイルス活性値(明所))一∨D(抗ウイルス活性値(暗所))
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試験方法概要

50 mm× 50 mmの サンプルを希望に応じて予備照射(ブ ラックライ トlmW/cm2で 24時間)後、

エタノール清拭などにより無菌化して、試験に供する。

保湿ガラス
試験ファージ

密着フィルム(40 mm× 40 mm)

試験サンブル(50 mm× 50 mm)

U字ガラス管

仙t湿用ろ紙(+水 )

,試験ファージ:1～ 4× 106 pf■1/sample

白色蛍光灯十

シャープカッ ト

フィルタ A or B

試 験 サ ンプル を

入れたシャーレ 標準 4時間の光照射

試 験 サ ン ブ ル

か ら フ ァー ジ

を回収する

培養後、

培養後の写真ファイル名

に あ る希 釈 倍 率 で は 、
「10∧ 0希釈」と記述

「10∧ 1希釈Jと 記述

光照射用暗幕

10倍 の段階希釈

プラーク数をカウントし、活性値を求める

/


